
三重県議会議会改革諮問会議

会 長 江  藤  俊  昭

＜アンケートの概要＞

３ 回答者属性

① 市町別
市－１４市議会２８名、 町－１５町議会３０名

「三重県議会との連携にかかる
市町議会アンケート」結果概要

議会改革諮問会議では、三重県議会の議会改革の取組を検証するにあ
たって、県議会との連携にかかる市町議会の意向を把握するアンケートを
実施し、その結果を次のとおり取りまとめました。

※多様な意見を反映するには、本来、県内の市町議会議員約６００名を対象にアンケートを実施すべ
きところですが、今回は限られた期間で状況を把握する必要があったため、２９市町議会の正副議長の
みを対象とさせていただきました。また、アンケートの意見は、基本的に各議員個人のものとして回答い
ただいており、それぞれの市町議会で議論され一定の結論を出していただいたものではありません。

② 圏域別
北勢－１０市町議会２０名、 伊賀－２市議会４名、 中南勢－５市町議会１０名、
南勢志摩－７市町議会１４名、 東紀州－５市町議会１０名

１ 実施期間
平成２２年２月８日から１９日

２ 回答率
１００．０％（対象者数：２９市町議会５８名、回答者数：２９市町議会５８名）

平成22年3月16日
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１．交流・連携は必要であり、実現に向けた検討を

２．各地域で行われている交流の取組

○過去に県及び市町の執行機関側も含めた連携をした経験から、その大切さを強く感じている。
○地域課題の共有などさまざまな角度から交流・連携は必要であると思う。
○県議会との交流は地域を守るし町議会として大事であり、真剣に取り組んでもらいたい。
○広域的な地域課題について実態の共有化と今後の方向性検討に向けて連携していきたい。
○情報の共有は年２回くらいは実施してほしい。
○年１回の交流会は必要と思うので今後、検討してほしい。
○県の施策等に関して県議会の考え方を知りたい。
○県議会の議会改革の内容について知る機会があれば、市町議会の活性化にもつながるのでは。
○県議会と連携して県民・市民との相互理解ができるしくみができれば。
○交流するにあたっては、目的意識を持つ必要がある。
○話し合いの場は、適度な人数構成のもと設営や進行の方法を工夫する必要がある。

○三重郡議会議長会では、毎年８月に各町正副議長、地元選出県議会議員、県執行機関で地域
課題についての意見交換を行っている。
○尾鷲市議会と紀北町議会が共同で、平成２２年２月１２日に地元選出県議会議員との交流・連携
を実施した。

その他、県議会との交流・連携や議会改革の取組について

以上の設問のほか、いただいた主なご意見は次のとおりです。（要約）
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